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科　目（款） 補正額（千円） 内　　　　　訳（概　要）

総 務 費

681,063  新型コロナウイルスワクチン接種事業費

832,437
飲食店等を対象とした感染防止対策協力支援金支給事業
費

120,400
公共施設等管理保全基金積立金、まちづくり推進基金積
立金

27,000 恵庭市公式アプリ開発事業費

23,814
新型コロナウイルス感染症の影響による生活困窮者世帯
への自立支援金の支給

4,331
地域女性活躍推進事業費、新型コロナウイルス感染予防
対策事業費など

2,163 西島松地区の一部町名変更に伴う事業費の増額

民 生 費 28,717
社会福祉事業推進基金積立金、子育て基金積立金、幼稚
園等助成事業費

衛 生 費 1,173 スポーツ振興基金積立金

農林水産業費 46,279
農業振興基金積立金、水田麦・大豆産地生産性向上事業
の実施による増額

土 木 費 2,750
市営住宅管理電算システムの総合行政クラウドサービス
利用に伴うデータ移行費用

消 防 費 1,300 コミュニティ助成事業採択による事業費の増額

教 育 費 3,029
高等学校等入学準備金基金積立金、青少年・文化振興基
金積立金、子どもの読書活動を支える寄附制度による小
中学校図書の購入

計 1,774,456

●

議
決
し
た
議
案
●

議
決
し
た
議
案

　

補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
３
・
４
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
費
、
感
染
防
止
対
策
協
力

支
援
金
支
給
事
業
費
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
生

活
困
窮
者
世
帯
へ
の
自
立
支
援
金
の

支
給
な
ど
下
表
の
と
お
り
、
合
計
で

17
億
７
４
４
５
万
６
０
０
０
円
の
補
正

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
以
上
２
件　

全
会
一
致
）

▼
下
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

恵
庭
下
水
終
末
処
理
場
に
お
け
る

汚
泥
濃
縮
設
備
等
の
更
新
工
事
に
つ

い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

工
期
が
２
か
年
に
渡
る
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
か
ら
、
２
か
年
契
約
と
し

て
執
行
す
る
た
め
、
債
務
負
担
行
為

と
し
て
限
度
額
２
億
１
７
０
０
万
円

を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　

（
以
上
１
件　

全
会
一
致
）

６　月
定例会

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
の
同
意
な
ど
議
案
14
件
を
可
決

◆
◆　
令
和
３
年　
第
２
回
定
例
会
を
終
え
る　
◆
◆

　

令
和
３
年
恵
庭
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
10
日
か

ら
６
月
28
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
本
年
度
補
正
予
算
及
び
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦
の
同
意
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
な
ど
の
議
案
14

件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
（
同
意
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
に
、
11

名
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
議
会
中
に
市
民
の
皆
様
か
ら
提
出
さ
れ
た
３
件
の
陳
情

書
は
、
審
査
の
結
果
２
件
が
不
採
択
、
１
件
が
委
員
会
付
託

と
な
っ
た
ほ
か
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
５
件
の
意
見
書
は

全
て
可
決
さ
れ
、
北
海
道
労
働
局
長
、
北
海
道
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
会
長
、
衆
・
参
両
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び

関
係
大
臣
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。



3

チ

ン

接

種

事

業

費

な

ど

、

総

額

６
億
８
９
８
２
万
９
９
５
円
を
令
和
３

年
度
に
繰
り
越
し
た
も
の
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
恵
庭
市
一
般
会
計
予
算

の
事
故
繰
越
し
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
繰
越
明
許
費
と
し

て
予
算
計
上
し
た
恵
庭
小
学
校
長

寿
命
化
改
良
事
業
費
が
、
避
け
が
た

い
事
故
等
の
た
め
一
部
年
度
内
に
支

出
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

６
１
０
３
万
５
５
６
４
円
を
令
和
３
年

度
に
繰
り
越
し
た
も
の
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
恵
庭
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算
の
繰
越
に
つ
い
て

　

管
渠
整
備
事
業
に
お
け
る
分
流
化
事

業
に
つ
い
て
、
７
３
９
７
万
円
を
令
和

３
年
度
に
繰
り
越
し
た
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
恵
庭
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
専

決
処
分
）

　

歳
入
不
足
に
伴
い
、
８
３
３
万
８
千

円
を
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
お
い
て
繰
上
充
用
し
た
も

の
で
す
。

▼
公
共
施
設
の
使
用
料
の
運
用
改
善
を

求
め
る
陳
情
書

▼
脱
炭
素
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

の
割
合
を
高
め
る
２
０
３
０
年
エ
ネ
ル

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
の
同

意
に
つ
い
て

　
　

三　

谷　

一　

行　

氏
（
再
任)

　
　

田　

坂　

恭　

子　

氏
（
再
任)

　

本
年
９
月
30
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
委
嘱
手
続

に
３
か
月
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
今
議
会
で
提
案
さ
れ
推
薦
に
同

意
し
た
も
の
で
す
。

　

任
期
は
３
年
で
す
。

　
　

（
以
上
１
件
同
意　

全
会
一
致
）

▼
恵
庭
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
に
関
す
る
法
律
及
び
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

平
成
30
年
度
、
令
和
２
年
度
及
び
本

年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

▼
恵
庭
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
に
基
づ
く
固
定
資
産
の
価

格
に
関
す
る
不
服
の
審
査
申
出
書
等
の

書
面
へ
の
押
印
を
不
要
と
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
墓
地
の
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
か
ら
の
恵
庭
墓
園
指
定

管
理
者
更
新
に
際
し
、
墓
地
の
使
用
許

可
に
関
す
る
業
務
を
指
定
管
理
者
業
務

に
含
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
地
域
集
会
施
設
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

黄
金
南
町
内
会
が
黄
金
中
央
町
内
会

に
名
称
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
地
域

集
会
施
設
の
名
称
変
更
及
び
戸
磯
農
事

組
合
と
締
結
し
て
い
た
戸
磯
会
館
の
管

理
委
託
契
約
の
解
除
に
伴
う
廃
止
に
よ

り
、
本
条
例
の
別
表
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

▼
恵
庭
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
恵

庭
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
５
月
に
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

▼
恵
庭
市
黄
金
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条

例
及
び
恵
庭
市
生
涯
学
習
施
設
か
し
わ

の
も
り
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
よ
り
恵
庭
市
黄
金
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
及
び
恵
庭
市
生
涯
学
習

施
設
か
し
わ
の
も
り
を
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２
に
規
定
す
る
指
定
管
理

者
に
よ
る
管
理
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　
　
　
　

（
以
上
７
件　

全
会
一
致
）

▼
町
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

て
　

西
島
松
地
区
の
一
部
を
島
松
寿
町
１

丁
目
に
編
入
す
る
も
の
で
す
。

▼
市
道
の
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

　

西
島
松
地
区
の
７
路
線
を
市
道
と
し

て
新
規
認
定
し
、
さ
ら
に
従
前
認
定
し

て
い
た
２
路
線
を
整
理
し
変
更
し
た
も

の
で
す
。

▼
恵
庭
小
学
校
（
管
理
棟
）
長
寿
命
化

改
修
工
事
の
内
建
築
工
事
の
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

・
工
事
内
容　

恵
庭
小
学
校(

管
理
棟)

長
寿
命
化
改
修
工
事
の
内
建
築
工

事

・
契
約
金
額　

３
億
１
５
１
５
万
円

・
契
約
の
相
手
方　

恵
庭
建
設
株
式
会

社

　
　
　
　

（
以
上
３
件　

全
会
一
致
）

▼
令
和
２
年
度
恵
庭
市
一
般
会
計
予
算

の
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

　

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

ワ

ク

ギ
ー
基
本
計
画
の
改
定
に
つ
い
て
の
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
　

（
以
上
２
件　

賛
成
少
数)

▼
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
さ
ら
な

る
負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

　

厚
生
消
防
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
閉
会
中
の
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

▼
２
０
２
１
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改

正
と
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に

向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

▼
学
校
教
育
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に
進

め
る
た
め
の
意
見
書

▼
２
０
２
２
年
度
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
負
担
率

１
／／
２
へ
の
復
元
、
教
育
予
算
拡
充
に

向
け
た
意
見
書

　
　
　
　

（
以
上
５
件　

全
会
一
致)

　

そ
の
他
の
議
案

　

不
採
択　

２　

件

請

　願
・
陳

　情

　

委
員
会
付
託　

１
件

● 

議
決
し
た
議
案 

● 

請
願
・
陳
情 

● 

意
見
書 

●

　

報　
　
　

告

　

可　
　

決　

５　

件

意

　
　見

　
　書

　

人　
　
　

事

　

条　
　
　

例
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●

議
案
等
審
議
結
果
●

政
務
活
動
費
収
支
●

議
会
改
革
度
調
査
●

　議員の調査研究活動に資する経費として、各会派に対し議員１人当たり年額15万円に所属議員数を乗じた額
を政務活動費として交付しています。各会派から支出した領収書等の証拠書類と併せて、収支報告書が議長に提
出されましたのでお知らせいたします。

政務活動費総額 自民党恵義会 自由民主党清和会 公明党議員団 民主･春風の会 市民と歩む会
諸　派

（市民希望の会）

交 付 額 3,150,000 1,050,000 900,000 450,000 300,000 300,000 150,000 

支 出 額 528,926 294,826 34,100 0 100,000 100,000 0

支出

研 究 研 修 費 0 0 0 0 0 0 0

調 査 旅 費 0 0 0 0 0 0 0

資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0

内訳

資 料 購 入 費 0 0 0 0 0 0 0

広   報   費 528,926 294,826 34,100 0 100,000 100,000 0

広   聴   費 0 0 0 0 0 0 0

執 行 残（返還額） 2,621,074 755,174 865,900 450,000 200,000 200,000 150,000 

恵庭市議会が早稲田大学マニフェスト研究所の「議会改革度調査」で道内第８位にランクされました
　早稲田大学マニフェスト研究所では、2009年に議会改革調査部会を発足さ

せ、議会改革の取り組み状況や傾向を把握することを目的に2010年以降毎年議

会改革度調査を行っています。

　この調査は、「情報共有」、「住民参画」、「機能強化」の各分野における取り組

みを数値化し合計得点によりランキングを公表することとしており、本市議会は

2020年調査で北海道内179市町村中第８位（全国総合では第223位）にランクさ

れたもので、道内市の中では登別市、帯広市に次ぐ第３位となっています。

　これまでも、様々な議会改革に取り組んできましたが、2019年調査では道内

第68位（全国総合では第927位）でした。

　ランク上昇の要因は、これまでの取り組みとともに、「恵庭市議会災害時対応

マニュアル」の作成やタブレットの導入による事務の効率化とペーパーレス化へ

の取り組みなどが結果に結びついたものと考えておりますが、本市議会より上位

にランクされる市町村とのポイント差は依然として大きいのも事実です。

　真の議会改革とは議員一人ひとりの意識改革にあることから、様々な議会シス

テムの改革を行うことで議員自らの意識改革に繋げていくことが重要です。

　議会改革は今も進行しています。そこに終わりはありません。時代が変わって

も、人が変わっても、どこまでも改革の炎を燃やし続けるための改革であること

を意識しながら、これからも「議会改革」という永遠のテーマに取り組んで参り

ます。

議

決

年

月

日

　　会　派　名

議 席 番 号

議 員 名

議 案 名 等

議決結果

公
明
党

恵義会 公明党
民 主 ・
春風の会

諸　

派
恵義会 清和会 歩む会

諸　

派
恵義会 清和会

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
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6/28
公共施設の使用料の運
用改善を求める陳情書

不採択 議 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ×

6/28

脱炭素、再生エネルギー電
力の割合を高める2030年エ
ネルギー基本計画の改定に
ついての意見書の提出を求
める陳情書

不採択 議 × × × × ○ ○ × × × × × ○ ○ × × × × × × ×

■ 議案等審議結果

凡例：議…議長　　 ○…賛成　　 ×…反対　　 欠…欠席　　 除…除斥　　 退…退席

※ この表は賛否が分かれた案件のみ掲載しています。

　議員の調査研究活動に資する経費として、各会派に対し議員１人当たり年額15万円に所属議員数を乗じた額

令和２年度　令和２年度　政務活動費の収支報告政務活動費の収支報告令和２年度　政務活動費の収支報告

（資料提供：早稲田大学マニフェスト研究所）


